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地域の障がい者の社会参加と自立更生の促進を︕

　　今年もみなさまから多額の活動資金をお寄せいただきました。
　　なお、この資金は日本赤十字社愛媛県支部に送金し、災害援護事
　業等に活用されます。松野町においても災害備蓄品の整備や各種講
　習会の実施等で活用されます。ありがとうございました。

　令和3年度日本赤十字社活動資金実績 　614,000円(1,228件)(R3.6末日現在)

新 役 員 の 紹 介
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　6月に開催されました、理事会・評議員会において、任期満了による役員改
選が行われ、新しい役員が決まりました。
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　理事・監事・評議員の紹介
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　   松野町老人クラブ連合会長としても活躍されている鶴本好福氏が
　この度愛媛県老人クラブ連合会会長に就任されました。
　　今後ますますのご活躍をお祈り申し上げます。

　

日常生活での熱中症予防のポイント

　〇喉がかわかなくてもこまめに水分補給しましょう。
　〇暑いときは無理をせず、涼しい場所で過ごしましょう。
　〇熱帯夜も要注意！エアコンなどを上手に使用しましょう。

　暑さの感じ方は人それぞれで、大丈夫と思っていても熱中症になることがあります。
屋内で発症するケースも多く、温度計や湿度計で室内環境を確認することも大切です。
なんとなく元気がない、いつもと様子が違うなども熱中症の始まりの事もありますので

気分が悪くなった時・困った時の連絡先も確認しておきましょう。

   社会福祉協議会では新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により
生活に困窮し、日常生活の維持が困難となっている世帯に対し生活費（緊急小口資金・総合
支援資金）の貸付を行っています。
　詳しい内容は、愛媛県社会福祉協議会HPに掲載しています。

新型コロナウイルス感染症にかかる生活福祉資金（特例貸付について）

こまどりクラブ愛媛（県老連）会長就任

   平成17年度から松野町身体障害者福祉協議会の役員を務めている
功績が認められ、今年度、県身障連会長表彰（更生援護功労者）受
賞となりました。地域のために長年、ご尽力下さりありがとうござ
います。
   改めて、受賞おめでとうございます！

今後とも皆さま、ご協力をよろしくお願いいたします。 
岩城 義治氏

令和3年8月発行
編集・発行
社会福祉法人

松野町社会福祉協議会
〒798-2101

北宇和郡松野町大字松丸1661-13
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ＦＡＸ（0895）20－5311
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【 共同募金配分金事業 】
　 ○令和２年度の募金実績　　　　　　一般募金745,010円　　　歳末たすけあい299,000円

　　○皆様からの温かい募金を財源に、下記のとおり活用させて頂きました。 総事業費428,004円

　　・専門業者による遊具の点検。  50,600円

   　・地域食堂支援、災害時・介護予防備品整備、中学卒業記念品、サロンやボランティア

　　　活動における助成、子育て世帯へのイベント運営費用。  377,404円

○歳末たすけあい運動　　民生児童委員の協力により、町内外189名を対象に、見守りを

　兼ね訪問活動を実施。　299,000円

社協事業での活用

【 まごころ銀行運営事業 】
　○町民の方々の善意の寄付金を受付管理し、その健全な管理運営を行なうとともに、地域福祉活
　　  動や介護保険事業などへの活用を図った。　

　詳しい内容はホームページに
掲載しています。
 
  http://matsuno-syakyo.or.jp/

　　事 業 報 告   決 算 報 告
　令和2年度の事業報告ならびに収支決算について、主な内容を報告します。

 【 地域福祉推進事業 】
   ○第1期地域福祉活動計画の推進
　　「いまある支え合いを大切に自分たちでまちづくり」を基本理念に、5ヵ年計画の4年目に
　　あたり、周知・広報に重点的に取り組むとともに、各地区の活動支援を行った。

　○ボランティア活動の支援
　　ボランティアと地域課題を共有し、通学路清掃やコロナウイルス感染症予防対策の啓発として　
　手づくり石けんを配布した。

　○福祉教育の取り組み　　
　　ふだんのくらしをしあわせにするという視点で福祉を身近に感じ、みなともに幸せに暮らして
　　いくために必要なことや出来る事を考えるきっかけづくりとして学校等と協働し取り組んだ。

　○生活支援体制整備事業
　　町からの受託により生活支援コーディネーター業務を実施し、コロナウイルス感染症による
　　生活や健康状態の変化・心配ごと等を調査した。

　○生活困窮者自立支援事業
　　県からの受託により「くらしの相談支援室」を開設。多様で複合的な課題の解決に向け、総合
　　的な相談を受け付けるとともに、家計相談支援事業も実施した。　　年間相談件数　256回

　○ふれあい・いきいきサロンの支援（町内10グループ）　　
　　情報交換、ふれあい、心身の健康づくりや生きがいづくりを目的とした住民主体の活動を
　　支援した。コロナウイルス感染症の影響で開催しづらかったが、参加者同士で安否確認を
　   しあい、つながりを絶やさない活動を支援した。

　○生きがい活動支援通所事業の実施　
　　おおむね65歳以上の方を対象に、介護予防と自立的生活が送れるよう、社会参加を推進し、
　　健康講座や趣味の創作活動を支援した。コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・開催
      時間を短縮する対応をし、中止期間中は個別に電話で体調の聞き取りや訪問を行ったり、脳
      トレや体操のプリントを郵送した。　（町内6会場、参加者53名）

　○子育て支援への取り組み　
　　ボランティアグループと協働し、遊びを通して世代間のつながりを深め、孤立を防ぐため、
　　イベントを行った。

　○心配ごと相談事業　 実施回数　年間12回（内、弁護士相談2回/年）　年間相談件数　8件

   ○成年後見人の実施　法定後見人として、被後見人の財産管理と身上監護を行った。

   ○生活福祉資金貸付事業（県社協受託）　　貸付実績　34件　13,840,000円

   ○小口資金貸付事業　　  貸付実績  11件　 324,000円（令和２年度末貸付総額）

【 在宅福祉サービスの推進事業　～介護保険事業～ 】
  ○居宅介護支援事業
　　利用者のケアプランの作成や相談支援活動を行い、利用者が健全で安らかな在宅生活が送れ
　　るよう、また、家族の介護負担の軽減が図れるよう努めた。

  ○訪問介護事業(令和３年１月より事業休止)
　　生活援助や身体介護を行い日常生活動作の改善や、生活の質を高める介護に努めた。

  ○訪問入浴事業（令和３年１月より事業休止）
　　移動入浴車にて、寝たきりの高齢者の身体機能回復や清潔を保ち、在宅福祉向上に努めた。

【 収支決算 】

  収支差額
　－993,471円

【 法人運営事業 】
　○会議・各種大会の開催   敬老式の開催　　少年の日を祝う会への助成

　○社協会費募集結果　　  総件数　1,117件　　会費金額　1,155,000円

　○松野町老人クラブ連合会・身体障害者福祉協議会・遺族会の事務局として支援
　○日赤奉仕団の支援（会議・ボランティア等の支援）　　母子寡婦福祉協議会（事業費支援）
　○日本赤十字社募金　　 社資募金額実績　 590,200円

助成状況（公募）

社協事業での活用

令和２年度の寄付受付状況 ・令和２年度 まごころ銀行助成金交付事業(公募)
　申込件数0件寄付目的 件数 金額（円） 割合(金額比％)

 地域福祉事業へ 10 400,000 32%
 介護保険事業へ 2 40,000 3%
 法人へ一任 30 820,000 65%
 その他 0 0 0%

合計 42 1,260,000 100%

会費収入

1,155,000円
寄附金収入

1,260,000円

経常経費補助金収入

22,036,574円

受託金収入
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貸付事業収入

143,000円

事業収入

209,500円

介護保険事業収入

32,540,281円

受取利息配当

金収入

204円

その他の収入

5,812,975円

その他の活動

による収入

17,809,939円

91,025,651円

人件費支出

75,816,732円
事業費支出

1,723,445円

事務費支出

5,688,829円

貸付事業支出

188,000円

共同募金配分金事業費

727,004円

助成金支出

230,800円

固定資産取得支出

350,906円

ファイナンス・リース債務の返済支出

1,781,664円

積立資産支出

1,400,000円
その他の活動

による支出

4,111,742円

92,019,122円

事業名 内容 活用額（円）
地域福祉事業 活動費、広報費など 552,000
介護保険事業 活動事業費など 48,000

600,000合計


